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　 　 【 請 求 項 １ 】 　 コ ン ク リ ー ト ま た は モ ル タ ル 製 の 被 覆 材 に 少 な く と も 部 分 的 に 埋 め 込
ま れ た 鋼 部 材 を 設 け 、
　 少 な く と も 部 分 的 に 犠 牲 陽 極 物 質 よ り 構 成 さ れ 、 該 被 覆 材 と は 分 離 さ れ た 固 形 の 犠 牲 陽
極 本 体 を 設 け 、
　 該 陽 極 本 体 を 該 鋼 部 材 に 電 気 接 続 す る こ と で 、 両 者 間 の 電 位 に よ り 該 電 気 接 続 を 介 し て
電 流 を 両 者 間 に 流 し 、 該 陽 極 本 体 の 界 面 と 、 鋼 部 材 の 腐 食 を 抑 止 す る 傾 向 の あ る 被 覆 材 と
を 介 し て 、 イ オ ン を 流 動 さ せ 、
　 陽 極 反 応 を 促 進 す べ く 、 イ オ ン 伝 導 材 を 設 け る も の と し た 、
　 陰 極 防 食 の 方 法 で あ っ て 、
　 該 イ オ ン 伝 導 材 は 、 該 陽 極 本 体 の 界 面 に 追 加 的 に 水 分 を 吸 収 さ せ る よ う に 選 択 ・ 構 成 さ
れ た 保 湿 材 よ り な り 、 陽 極 本 体 の 寿 命 期 間 に 渡 っ て 該 界 面 を 電 気 化 学 的 な 活 性 状 態 に 維 持
す る よ う 選 択 ・ 構 成 さ れ た も の と し 、
　 該 保 湿 材 を 、 前 記 固 形 の 陽 極 本 体 に お け る 犠 牲 陽 極 物 質 に 結 合 さ せ る こ と で 保 持 し 、 か
つ ／ 或 い は 、 該 陽 極 本 体 を 囲 む モ ル タ ル 材 に 結 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 陽 極 本 体 は 、 前 記 保 湿 材 を 、 前 記 犠 牲 陽 極 物 質 内 に 組 み 込 む こ と
で 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 陽 極 本 体 は 、 分 割 し た 部 材 を 一 体 状 の 固 形 体 に 組 み 込 ん で な る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 陽 極 本 体 は 、 犠 牲 物 質 よ り な る 中 心 体 と 、 該 中 心 体 の 外 面 に 恒 久
的 に 付 着 し た 前 記 モ ル タ ル 材 よ り な る 層 と よ り 構 成 さ れ 、 該 陽 極 本 体 を 、 前 記 被 覆 材 と は
別 の 、 該 被 覆 材 に 埋 め 込 む べ き 陰 極 防 食 装 置 と し 、 該 層 は 、 該 陰 極 防 食 装 置 の 該 中 心 体 と
、 前 記 鋼 部 材 と の 間 で 、 前 記 被 覆 部 材 お よ び 該 層 を 介 し て イ オ ン を 流 動 可 能 に 配 設 さ れ て
お り 、 前 記 保 湿 材 を 該 層 に 結 合 し て 混 合 体 を 構 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 陽 極 本 体 を 、 前 記 犠 牲 陽 極 物 質 よ り な る 一 以 上 の 層 よ り 形 成 し て
お り 、 該 一 以 上 の 層 を 一 定 の 形 状 に 曲 折 さ せ 、 該 層 の 部 分 間 の 物 質 を 含 め て 、 該 陽 極 本 体
を 構 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 イ オ ン 伝 導 材 は 、 前 記 保 湿 材 お よ び ア ル カ リ 材 よ り 構 成 さ れ 、 該
ア ル カ リ 材 は 、 少 な く と も 前 記 陽 極 本 体 の 界 面 に お い て ｐ Ｈ が １ ２ よ り 大 き く な る も の と
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。



　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 陽 極 本 体 お よ び 前 記 鋼 部 材 に 固 形 部 材 を 固 着 し 、 該 固 形 部 材 に よ
り 、 該 陽 極 本 体 を 該 鋼 部 材 に 電 気 接 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か
１ 項 に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 被 覆 材 に 第 １ 穴 お よ び 第 ２ 穴 を 穿 設 し 、 穿 設 し た 該 第 ２ 穴 内 に て
前 記 鋼 部 材 を 露 出 さ せ 、 穿 設 し た 該 第 １ 穴 に 前 記 陽 極 本 体 を 挿 入 し 、 該 第 １ 穴 内 の 該 陽 極
本 体 よ り 該 第 ２ 穴 内 の 該 鋼 部 材 に 、 可 撓 性 の あ る 電 気 接 続 手 段 を 延 設 し 、 該 電 気 接 続 手 段
を 該 鋼 部 材 に 電 気 接 続 す る と も に 、 該 第 ２ 穴 内 に 充 填 材 を 充 填 し て 該 第 二 穴 内 の 該 電 気 接
続 手 段 お よ び 該 鋼 部 材 を 覆 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極
防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 保 湿 材 は 、 前 記 被 覆 材 の ｐ Ｈ を １ ２ よ り 大 き く 維 持 す る の に 用 い
ら れ る ア ル カ リ で は な い も の と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 保 湿 材 は 、 水 酸 化 リ チ ウ ム 、 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ
ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム を 含 め た ア ル カ リ 性 金 属 酸 化 物 ま た は ア ル カ リ 性 金 属
水 酸 化 物 以 外 の も の と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防
食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 保 湿 材 は 、 硝 酸 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 硝 酸 リ チ ウ ム 、
亜 硝 酸 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 亜 硝 酸 塩 、 硝 酸 塩 、 チ オ シ ア ン
酸 塩 、 チ オ 硫 酸 塩 、 珪 酸 塩 、 酢 酸 塩 、 蟻 酸 塩 、 乳 酸 塩 、 お よ び 、 臭 化 、 塩 化 、 塩 素 酸 化 、
ク エ ン 酸 化 、 ヨ ー 化 、 硝 酸 化 に よ る リ チ ウ ム 塩 、 さ ら に 、 ハ ロ ゲ ン 塩 、 過 塩 素 酸 塩 の 中 よ
り 選 択 さ れ た も の と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防
食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 保 湿 材 を 硝 酸 リ チ ウ ム お よ び ／ ま た は 臭 化 リ チ ウ ム と す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 コ ン ク リ ー ト ま た は モ ル タ ル よ り な る 被 覆 材 と 、
　 コ ン ク リ ー ト ま た は モ ル タ ル よ り な る 該 被 覆 材 に 少 な く と も 部 分 的 に 埋 め 込 ま れ た 鋼 部
材 と 、
　 該 被 覆 材 に 少 な く と も 部 分 的 に 埋 め 込 ん だ 該 鋼 部 材 を 陰 極 防 食 す る た め の 陰 極 防 食 装 置
と の 組 み 合 わ せ 構 造 で あ っ て 、
　 該 陰 極 防 食 装 置 は 、
　 　 犠 牲 陽 極 物 質 よ り な る 固 形 の 陽 極 本 体 と 、
　 　 該 犠 牲 陽 極 物 質 を 該 鋼 部 材 に 電 気 接 続 す る 電 気 接 続 部 材 で あ っ て 、 該 電 気 接 続 部 材 を
介 し て 該 陰 極 防 食 装 置 と 該 鋼 部 材 と の 間 に 電 流 を 流 し 、 こ れ に よ り 、 該 被 覆 材 に 接 し た 該
陽 極 物 質 の 界 面 と 、 該 鋼 部 材 の 腐 食 を 抑 止 す る 傾 向 の あ る 該 被 覆 部 材 と に 、 イ オ ン を 流 動
さ せ る よ う に し た も の と 、
　 　 陽 極 反 応 を 促 進 す る イ オ ン 伝 導 材 と よ り な る も の と し た 、 組 み 合 わ せ 構 造 に お い て 、
　 該 イ オ ン 伝 導 材 は 、 該 陽 極 本 体 の 界 面 を 電 気 化 学 的 な 活 性 状 態 に 維 持 す る 保 湿 材 、 お よ
び ／ ま た は 、 該 犠 牲 陽 極 物 質 と 該 被 覆 材 と の 間 で 、 該 界 面 に お け る ｐ Ｈ を １ ２ よ り 大 き な
レ ベ ル ま で 高 め る ア ル カ リ 材 よ り な る も の で あ り 、 該 イ オ ン 伝 導 材 を 固 形 の 該 陽 極 本 体 に
お け る 該 犠 牲 陽 極 物 質 に 組 み 込 む こ と で 、 該 被 覆 材 に 該 陰 極 防 食 装 置 を 埋 め 込 ん だ 状 態 で
該 イ オ ン 伝 導 材 を 保 持 す る も の と し た こ と を 特 徴 と す る 陰 極 防 食 用 組 み 合 わ せ 構 造 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 イ オ ン 伝 導 材 は 、 前 記 陽 極 本 体 に 結 合 し た 保 湿 材 よ り な り 、 該
陽 極 本 体 周 辺 の 伝 導 性 を 、 該 保 湿 材 が な い 場 合 に 生 じ う る レ ベ ル よ り も 高 い レ ベ ル に 維 持
す る の に 十 分 な 水 分 を 吸 収 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 陰 極 防 食
用 組 み 合 わ せ 構 造 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 保 湿 材 は 、 前 記 被 覆 材 の ｐ Ｈ を １ ２ よ り 大 き く 維 持 す る の に 用
い ら れ る ア ル カ リ で は な い も の と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 陰 極 防 食 用 組
み 合 わ せ 構 造 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 前 記 保 湿 材 は 、 水 酸 化 リ チ ウ ム 、 水 酸 化 カ リ ウ ム 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ
ム 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ リ ウ ム を 含 め た ア ル カ リ 性 酸 化 物 ま た は ア ル カ リ 性 水 酸 化 物
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以 外 の も の と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 前 記 保 湿 材 は 、 硝 酸 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 カ ル シ ウ ム 、 硝 酸 リ チ ウ ム 、
亜 硝 酸 カ ル シ ウ ム 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 亜 硝 酸 塩 、 硝 酸 塩 、 チ オ シ ア ン
酸 塩 、 チ オ 硫 酸 塩 、 珪 酸 塩 、 酢 酸 塩 、 蟻 酸 塩 、 乳 酸 塩 、 お よ び 、 臭 化 、 塩 化 、 塩 素 酸 化 、
ク エ ン 酸 化 、 ヨ ー 化 、 硝 酸 化 に よ る リ チ ウ ム 塩 、 さ ら に 、 ハ ロ ゲ ン 塩 、 過 塩 素 酸 塩 の 中 よ
り 選 択 さ れ た も の と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 陰 極 防 食 用 組 み 合 わ せ 構 造
。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 前 記 保 湿 材 を 硝 酸 リ チ ウ ム お よ び ／ ま た は 臭 化 リ チ ウ ム と す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 陰 極 防 食 用 組 み 合 わ せ 構 造 。
　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 前 記 イ オ ン 伝 導 材 は 、 少 な く と も 前 記 陽 極 本 体 の 界 面 に お い て ｐ Ｈ
が １ ２ よ り 大 き く な る よ う な ア ル カ リ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ～ １ ８ の い ず れ
か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防 食 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 前 記 陽 極 本 体 に は 、 固 形 部 材 を 接 続 固 定 し て 、 該 陽 極 本 体 の 表 面 に
て 露 出 さ せ て お り 、 該 固 形 部 材 を 該 鋼 部 材 に 固 着 す る 構 造 と す る こ と で 、 前 記 の 電 気 接 続
を な す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ～ １ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防 食 用 組 み 合 わ せ
構 造 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 前 記 陽 極 本 体 を 、 前 記 犠 牲 陽 極 物 質 よ り な る 一 以 上 の 層 よ り 形 成 し
て お り 、 該 一 以 上 の 層 を 一 つ の 形 状 に 曲 折 す る こ と で 、 該 層 の 部 分 間 の 物 質 を 含 め て 、 該
陽 極 本 体 を 構 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ～ ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極
防 食 用 組 み 合 わ せ 構 造 。
　 　 【 請 求 項 ２ ２ 】 　 前 記 陽 極 本 体 は 、 分 割 し た 材 質 を 一 体 状 の 固 形 体 に 組 み 込 ん で な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ ～ ２ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 陰 極 防 食 用 組 み 合 わ せ 構 造 。

(3) JP 2002-536544 A5 2007.4.19
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